
 

 

 

 

令和３年第１回定例会報告 
近藤ちず子議員が会派を代表して質疑を行いました。 
以下、⼀部質疑項目と市⻑の答弁を報告します。 
 
 
 
■新年度の予算編成について 
市⻑選挙を控え、準骨格予算として
編成された新年度の予算案であると
承知している。2 点伺う。 
１.千 葉 市 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感染症に対するこれまでの対策と
評価について。 
併せて新年度予算の取り組みについて。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２.コロナの影響が⻑期化の様相を
呈する中での市⻑の交代となる。 
ポストコロナを⾒据え、市⺠⽣活向上
に向けて重点的に取り組もうとした
施策について。 

●本市はこれまで新型コロナウイルス感染症
の拡⼤から市⺠の命と健康を守るとともに
市⺠⽣活と事業活動の回復を図るため、必要
な分野には市独自の対策も講じて参りまし
た。 
しかしながら 1 月 7 日に緊急事態宣言が
再発令されて以降、現状は⼤変厳しい状況に
あると認識しています。 
新年度においても医療提供体制の整備、PCR
検査の体制整備、市⺠相談の継続実施等、
引き続き万全の対策を講じて参ります。 
本市独自の対策として「新しい⽣活様式」が
浸透する中、コード決済の導⼊、⼿数料⽀払い
のオンライン化等にも取り組んで参ります。 
 
●本市の喫緊の課題への対応へ財源を重点的
に配分しました。 
子育て⽀援ではひとり親家庭への包括的な
⽀援等。教育の分野では GIGA スクール構想
の推進、教員の負担軽減及び教育の質の向上
に取り組んで参ります。 
そのほか高齢者施策の充実等、必要な分野への
重点的な財源配分を実現できたものと考え
ております。 

（その他の質問項目として） 
・コミュニティ FM との連携について 
・災害時要配慮者個別⽀援計画モデル事業に 

ついて 
・障がい者雇用について 
・スマートシティの推進について 
・スポーツ振興について 
・迷惑電話防止機器設置助成について 
・おくやみコーナーの設置について 
・新型コロナウイルスワクチン接種について 
・⽣活困窮者⽀援について 
・こども未来応援プランについて 
・児童相談システム刷新について 
・⾥親について 

 
・千葉市気候危機⾏動宣言について 
・コロナ禍における中小・小規模事業者⽀援について 
・観光振興について 
・農政センターについて 
・耐震診断について 
・結婚新⽣活⽀援について 
・オオガハスの魅⼒発信について 
・交通安全施設の整備について 
・Net119 緊急通報システムについて 
・GIGA スクール構想の推進について 
・学校へ通えない子ども達への⽀援について 
・学校施設における給食室のエアコン整備について 
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 会計名会計名会計名会計名    予算額予算額予算額予算額    対対対対前年度比前年度比前年度比前年度比    

一般一般一般一般会計会計会計会計    4664億円 0.6％％％％増 

特別特別特別特別会計会計会計会計    4214億 200万円 2.5％％％％増 

計計計計    8878億 200万円 1.5％％％％増 

 

市長の交代もあり準骨格の予算となりました。 
全ての事業を報告することができませんが… 
皆さんのご意見・ご要望をお聞かせ下さい。 

市政に関するご意見･ご要望を 
お聞かせ下さい      近藤 

TELTELTELTEL/FAX/FAX/FAX/FAX        264264264264----5956595659565956    
http://www.komei.or.jp/giin/chibacity/kondo_chizuko/ 

＜＜市政の相談＞

市政運営のための 
令和３年度予算決まる 

妊娠・出産・新生活支援 
●特定不妊治療費助成の拡充 
特定不妊治療の所得制限の撤廃。 
助成額・助成回数等を拡充。 

（予算額 2 億 8000 万円） 
●妊婦健診支援拡充 
多胎妊娠の健診費用の助成回数の拡充。 

（予算額 6 億 5600 万円）
●新生児聴覚検査費用の助成 

（予算額 1600 万円）

学校環境・児童生徒支援の拡充 
●学校施設の環境整備 
⼤規模改造、トイレ改修、耐震改修等。 
学校施設の計画保全及び機能改善の実施。
（予算額 20 億 5900 万円）一部 2 月補正対応 
●スクールカウンセラー活用拡充 
いじめや不登校に対するカウンセラーの
配置体制を充実。 

（予算額 1 億 7900 万円）
●フリースクールとの連携拡充 
フリースクールと学校の連携に向け進路
学習を取り⼊れた学習⽀援の実施。 

（予算額 300 万円）

今議会で新型コロナウイルス感染症対策として 76 億 9100 万円を予算化︕ 
令和 3 年度予算 33 億 5100 万円 
・医療体制における病床確保や軽症者等の宿泊療養

施設の確保 
・PCR 検査の実施 
・保健所における新型コロナウイルス感染症相談 

センターの運営や患者等調査、搬送など 

補正予算 43 億 4000 万円 
・ワクチン接種事業 
・発熱等の緊急患者受け⼊れの⺠間医療機関の⽀援 
・高齢者施設の従事者および新規⼊所者の PCR 検査 
・社会福祉施設等の感染拡⼤防止対策など 
 

地域防災力の向上 
●災害時における要配慮者支援体制に

むけて 
ケアマネージャーと連携した災害時
の個別⽀援計画をモデル的に実施。 

（予算額 300 万円）
●集会所建設等事業補助拡充 
町内自治会集会所を災害時の分散避難先
として活用する場合の補助額を加算。

（予算額 3900 万円）
●森林等の安全対策拡充 
自然災害に伴う倒木等の被害を受けた
森林を整備。 
国 制 度 の 対 象 と な ら な い 森 林 へ の
市単制度創設。 

（予算額 2400 万円）

地域の施策の拡充 

●「生活⾃⽴・仕事相談センター」の増設
⽣活困窮者の自⽴に向けた⽀援相談窓⼝
である「⽣活自⽴・仕事相談センター」が
市内 5 ヶ所目として緑区に開設。 

 （予算額 1 億 700 万円）
●「おくやみコーナー」の設置 
亡くなられた方の遺族が多岐にわたる
⼿続をスムーズに進められるよう、区役所
と保健福祉センターが離れている緑区に
「おくやみコーナー」が開設。 

（予算額 480 万円）


